
二
つ
の
小
屋

そ

の

一

京
都

・
南
座

12
月

24
日

(
日
)
。
前
夜
、
寝
台
急
行

「
銀
河
」

東
京
を
発

ち
、

早
朝
京
都

に
着

く
。

雨
模

様
、
わ

り
あ

い
暖

か

い
。

昭
和
四
年

に
建

て
ら
れ
た
現
在

-
の
南
座

は
、
老
朽
化

の
た

め
新
年
早

々
に
も
改
築

が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

恒
例

の
顔
見
世
も
今

の
建

物

で
の
興
行

は
こ
れ
が

見
納

め
。

四
条
通

り

の
向

う
側
か
ら
写
真
を
撮

っ
て

い
る
人
が
多

い
。

入

ロ

で
、
辛

口
の
劇
評

同
人
誌

を
主
宰
し

て
い
る
宇
都

宮

の
S
氏

に
会
う
。
今

回

は
、

『上

方
芸

能
』

と

い
う
、
こ
れ
も
志
高
く
在

野
精
神

に
あ
ふ
れ

る
雑

誌

の
編

集

部
が

企

画

し

た

"
舞

台

ウ

ォ

ッ
チ

ソ

グ
"

と

い
う
観
劇
会

で
あ

る
。

同
好

の
士

四
十
名

程
が
集

ま
り
、
昔

の

"
総
見
"

と
は
こ
ん
な
も

の

か
と
思

う
。

S
氏
と

一
緒

に
三
階
右

二
番

の
桟
敷

へ
。
昼

の
部

10
時
開
演
。
θ

「
種
蒔

三
番
叟
」

30

一
、一

村

文

人

分
。

富
十
郎

の
三
番
叟

に
智

太
郎

の
千
歳
。

し
ぼ

ら

く
は
扇
雀
が
出

て
い
る

の
か
と
見
間
違
え

る
ほ

ど

よ
く
似

て
い
る
。
九
十
翁

の
清
元
志
寿
太
夫

は
、

さ

っ
き

か
く
し

ゃ
く
と

し
て
廊

下
を
歩

い
て
い
た
。

O

「
将
軍

江
戸
を
去

る
」

55
分
。

か

つ
て
の
寿
海

に
代

わ

っ
て
徳
川
慶
喜

は
吉
右
衛
門

。
富
十
郎

の

山
岡
鉄
太
郎

に
福
助

の
伊
勢
守

、

口
跡

の
良

い
人

達
な

の
で
舞
台

に
緊
張
感
が
あ

る
。
幕

間

に
仁
左

衛
門

の
サ
イ

ソ
を
も
ら
う

べ
く
楽
屋

を
訪
ね

る
。

南
座

に
は
、
設

計
す
る
と
き

に
楽
屋

を
作

り
忘
れ
、

あ
と

か
ら
客
席

の
上

に
継
ぎ
足

し
た
と

い
う
信
じ

ら
れ
な

い
よ
う

な
話

が
伝
わ

っ
て
い
る
。
高

齢

の

松

島
屋

は
地
下

の
急

ご
し
ら
え

の
部
屋

に

い
る
。

意

を
決
し

て
扉
を
押

す
と
、
物
置
き

の
よ
う
な
と

こ
ろ

の
奥

に
の
れ

ん
が
掛

か

っ
て
お

り
、
外

に
長

男

の
我
當
が
出
を
待

っ
て

い
る
。
結
局
、

目

の
不

自

由
な
た

め
に
サ
イ

ン
は
す

べ
て
お
断

わ
り
と

い

う
こ
と

で
む
な

し
く
引
ぎ
揚
げ

た
が
、
束

の
間
南

座

の
裏

側

を

の
ぞ

い
た

よ
う

な
気

が
す

る
。
㊦

「
酒

屋
」

60
分

。
昭
和

54
年
、
初

め
て
顔
見

世

を

観

た
と
き

、
鴈
治
郎
が

一
世

一
代

で
尉
園
を
勤

め

た
。

こ

っ
て
り
と
し

た

"
口
説

き
"
が
印
象
的

だ

っ
た
⑩
今
秋

、
そ

の
鴈
治
郎

の
三
代

目
を
襲
名
す

る
扇
雀
が
、

お
園
と
半
七
を
早
替

り

で
見
せ

る
。

三
勝

は
次
男
浩

太
郎
。
富
十
郎

は
こ
こ

で
も
宗
岸

を
付
き
合

っ
て

い
て
大
忙

し
だ
。
⑳
)
「菊

畑
」

70

分
。
仁
左
衛
門
が

歌
舞

伎
座

の

「
新

口
村

」

で
花

道
か
ら
落
ち

て
体
演

し
た
と
聞
き
、
も

う
再
起

は

難

し

い
と
あ
き

ら
め

て
い
た

の
が
見
事

に
復

活
、

そ

の
仁
左
衛
門

の
鬼

一
法
眼

に
孝
夫

の
智
恵

内
。

芝

翫

の
虎
蔵
が
華

や
か
で
初

々
し
い
。
仁
左
衛

門

は
声

に

バ
リ
が
あ

り
表
情

も
豊

か
で
、
年
齢

や
病

後

を

い
さ
さ

か
も
感

じ
さ
せ
な

い
。
聞
く

と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
元
気

な
う

ち

に
桜
丸
を
や
り

た

い
と

い
う
希

望
を
も

っ
て
い
る
ら
し

い
。
き

っ
と
い

い

桜
丸

だ
ろ
う
。
残
念
な
が

ら
残
さ
れ

た
時
間

は
多

く

な

い
。
何

と

か
実
現
出
来

な

い
も

の
か
。
皆
鶴

姫

の
手

を
引

い
て
ソ
デ

に
入
る

の
だ
が
、
実
際

に

は
足
許

の
覚
束

な

い
仁
左
衛
門

を
松

江

の
皆
鶴
姫

が
支
え

て

い
る
。
手
を
引

か
れ
て

い
る
よ
う

に
見
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ぜ
な
が

ら
手
を
引

い
て
行

く
…
…
こ
れ

は
大

し
た

演

技

だ

よ

と
S

氏

の
話
。
㊨

「
千

本

桜

・
四

の

切
」

75
分
。

猿
之
助

の
宙
乗

り
は
、
顔
見
世

で
は

初

み
て
だ
と

い
う
。
門
之
助
が

静
御
前

に
回

っ
た

の
で
、
義

経

は
信

二
郎

で
や
や
手
薄

。

ふ
だ

ん
猿

之
助

と

一
座
し

て
い
な

い
人
が

ゴ

チ
ソ
ウ
で
出

た

ら
面
白

い
の
に
。
狐
忠
信

の
宙
乗
り

は
、
舞
台

の

上

の
破
風
屋
根

や
三
階

ま

で
あ

る
桟
敷
が
背

景

に

な

っ
て
見
ご

た
え
が

あ
る
。
観
客

の
拍
手
が

い
つ

の
間

に
か

シ
ャ
ソ
シ
ャ
ソ
シ
ャ
ソ
と

い
う
手

び

ょ

う
し

に
な

っ
て
し
ま

っ
た

の
に
は
驚

い
た
。

終
演

後
、
舐
園

の
料
亭
美

登
幸

で
懇
親
会
ゆ

ま
た
京
都

に
新

し
い
知

り
合

い
が
増
・兄
た
。
夜
、

ホ

テ
ル
の

廊
下

で
門
之
助

に
会

い
、
思

わ
ず
声

を
か
け

る
。

歌
舞
伎
座

の
初
芝

居

で
、
延
若

の

「
操
三
番
叟
」

に
千
歳

を
勤

め
る
と

い
う
。

そ
う
言
え
ぱ
、
今
年

の
顔
見
世

の

マ
ネ
キ

に
は
河
内
屋

の
名
前
が
見

え

な

か

っ
た
。

さ
び
し

い
限

り
だ
。

そ

の
二

上
野

・
本
牧
亭

1
月

10
日

(
水
)
。
都
内

唯

一
の
講
談
定

席
本

牧
亭
が

、
今
日
限
り

で
長

い
歴
史

に
幕
を
下

ろ
す
。

5
時
半

前
、
上
野
広
小
路

に
駆
け

つ
け

る
。

二
階

へ
上
が

る
と
、
客
席

は
も
う
八
分

の
入
り
、
後
方

に
は

ニ
ュ
」

ス
カ

メ
ラ
が
ず

ら
り
と
並

ぶ
。
高

座

で
は

二

つ
目

の
貞

一
が

「
天
保
水
溜
伝
」

を
読

ん

で
い
る
。
"
お
膝

送
り
"
が

予
想

さ

れ

る

の
で
、

一
番
後

ろ
に
陣
取

る
。

企
画

・
進
行

を
担
当
す

る

貞
水
が
上
が

っ
て
挨
拶
。
以
下
、
当
夜

の
プ

ロ
グ

ラ
ム
を

ー
ー

。

○
琴
　梅

・
一琴
柳

・
一琴
調

・
寒
・葉
、

宝
井

一
門

の
挨

拶
。
琴
柳

は
修
羅

場
を
ひ
と

ク
サ

リ
。
○
揚

子

・
紫

.
紅

.
茜
、
神

田
派

の
女
流
が

「
南
部

坂
雪

の
別
れ
」
。

二

つ
目
に
昇
進
し

た
ぼ

か

り

の
ふ
づ
き
改

め
茜

は
も
う
涙

ぐ
ん

で
い
る
。

こ

こ
で
お
膝

送
り
。
後

ろ
は
立

ち
見
客

で
い

っ
ぱ

い
。

○
愛

山

・
山
裕

・
琴
調
、
講
談

の
イ

ソ
ト

ロ
当

て

、

ク

イ
ズ
。
○
、5
時

55

分
、
小

山
陽

「寛

永

三

馬

術

・
愛

宕
山
」
。
○
貞
花

。
貞

心

・
貞
山

・
貞

一
、

一
龍

斎

の
そ
れ
ぞ
れ
が
思

い
出
を
話
す
。
貞

山
は
、

改
築
前

の
本
牧
亭

で
、
外

は
雨
、
わ
ず

か

の
客

を

相

手

に
琴
窓
老
人
が

シ
ト
シ
ト
と
読

ん
で

い
た
光

景
が

目

に
残

っ
て

い

る
と

い
う
。
O

照

山

。
翠

月

・
鶴
女

・
南
陽
、

一
鶴
門
下

の
挨
拶
。

0
6
時

35
分
、
協
会

に
復
帰

し

て
問
も
な

い
伯
龍

「
柳
沢

采

女
」
。
〇

一
鶴

「
本
牧

亭

の
由

来
」
。
○

貞

水

「
三
方

ヶ
原
」
。
席

亭

の
亡
夫
、

一
つ
毬

の
名
人
春

本
助
治
郎

の
遣

品

の
紋
付

で
、

入
門

当
時
を
思

い

出

し
て
の
修
羅

場
。
落

ち
着

か
な

い
雰
囲
気

の
中

で
き

ち
ん
と
読

む
。
○
貞
丈

「姉

川
合
戦

・
木
村

又
三
」
。
短
く
読

ん
だ
あ

と
色

紙

の
オ

ー
ク

シ

ョ

ソ
、

出
演

者

の
寄

せ
書
が

一
枚

二
万
円

で
あ

っ
と

い
う
間

に
完
売
。
○
芦
州
先

生
が
白
衣

の
天
使

の

い
で
た
ち

で
現
れ

て

「旅

の
夜
風
」
を
歌

っ
た
も

の
だ
か
ら
、

一
同
あ

っ
け

に
と
ら
れ

る
。
若
手

が

つ
な
ぐ
問

に
着
物

を
替

え

て
再
登
場

し

「
水
戸

黄

門
」
。
○
由
陽

「
和

田
平

助

の
鉄
砲
斬

り
」
。

関
東

大
震
災
前

日
の
入
形

町
末
広
が
伯
山
独
演
会

だ

っ

た

こ
と
、
そ

の
人
形

町
が
な
く
な

る
晩

に
自

分
も

出
演
し

て
義
士
伝

を
読

ん
だ

こ
と
、
戦
前

に
は
典

山

・
貞
山

・
伯
鶴

と

い

っ
た
名
人
が
揃

っ
て
い
た

が
、
戦
後

に
残

っ
た
本
当

の
名
人

は
貞

吉
だ
け
だ

っ
た
こ
と
な
ど
、
話

の
興
味

は
尽

き
な

い
。
0

8

時

20
分

に
中

入
り
。
再
び
幕
が
開

く
と
、
協
会

の

全
員
が

並
ん
で

口
上

(何
故

か
馬
琴

の
姿
が
な

い
。

ま

た

モ
メ
事

で
な
け

れ
ば

良

い
が
)
。
最
後

は

三

本
締

め
で
少
し
早
目

の
8
時

50
分

に

バ
ネ

た
。
飲

ん
べ
え

の
芦

州
さ

ん
が
泣

い
て

い
る
。

ヒ
ゲ
の

一

鶴

さ
ん
も
泣

い
て
い
る
。
皆

愛
す

べ
き
人
達
だ
。

帰

り
道

、
私

は

コ
ー
ト

の
ポ

ケ

ッ
ト
の
中

で

謝
鶴

の
九
"

の
下
足
札
を

堅
く
握
り
し

め
て
い
た
。
夜

空

を
見
上
げ

る
と
、
雲

の
流
れ
が
早

い
。
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